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の拡大や収量の向上もみられる。また,最近,湿田を主体

とした移植栽培に加えて,排水良好な圃場での栽培も進み,

移植栽培に比較して省力的な直播栽培を行う農家も増えて

きている。このため,直播栽培法について検討したので ,

その結果について報告する。

2試 験 方 法

岩岩手農試本場内の水日及び転換畑圃場 (いずれも厚層腐

植質多湿黒ボク土,高梨統)において,徳田在来を供試し,

以下の試験方法で実施した。

(1)試験 1 播種期の検討
1職験年次 : 昭和58年
2騒種期 : 5月 10日 ,5月 18日 , 5月 26日      

“

)試験 4 直播栽培と移植栽培の生育収量比較
3)施肥条件 (″ /α ): N― P205~K20-10-    1)試 験年次 : 昭和59年

30-20 2116種期及び移植期 : 直播栽培 : 5月 8日播種 ,
N― P20「 K20~15-  移植栽培 : 4月 27日播種, 5月 25日移植

“

)施肥条件 (″ /α ): 直播栽培 ;N― P20S~K20‐

ハ トムギは水田でも栽培でき,転作作物として導入され  る。
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表 1 区 の構成
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●)試験 3 栽植密度の検討
試験年次,栽植密度等,区の構成は表 2のとおりであ

3 試験結果及び考察

(1)榊
平年晩霜を考慮にいれて,第 1回目の播種を 5月 10日 に行

い,以後,5月 18日 ,5月 26日 に実施した。

播種期力渥れるに従い出穂までの日数は短縮されるが出穂

も遅れ,登熟日数不足による″当たり粒数,殻実百粒重,殻

実′重,登熟歩合の低下によって減少した (図 1)。

当地域で徳田在来並の熟期の品種を栽培する場合は,平年

晩霜を考慮したうえで早播きの必要があると考えられた。

12)雌

昭rl159年は条播て行い。昭和60年は点播で実施した。この

ため栽植条件に年次差があったが,基肥窒素035及び05″

区では ,月 中旬に窒素 `当
たり05″追肥することで増収の

4漱潜様式 : 畦幅75_,条間15" 1株 2本立    o7+05-30-15,移 植栽培 :N― P205~聰 0‐ 10

●)試験 2 施肥量の検討
試験中欠,施肥量等,区の構成は表 1の とおりである。     4)栽潅様式 : 直播栽培 :畦幅75cE条播 (イ当たり苗

立数20～23本 ),移植栽培 :畦幅ωcll,条間15", 2本植え
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図 1 播種期と収量

効果力認 められたのに対し,基肥窒素07″ 区では昭和59年

`ま

J巴の効果がなく,昭和60年には逆に倒伏を助長して減収

した。また,7月中旬に中耕だけを実施した区に対して,中

耕に培土を組合せ実施することで増収することが認められ

た(図 2)。

“

)栽植密度
昭和59年は,イ当たり苗立数30～35本の密植で多収を示し

たが,昭和60年は,密植区て豪雨による倒伏によって減収し

た。■方,疎植区の75× 25cE(イ 当たり苗立数10鉢 )で も,

各種収量構成要素の若千ずつの減少がみられ減収した。

密植は気象によって障害を受けやすく,適正な栽植密度は

昭和60年に多収を示したイ当たり株数67～89本 ,″当た

り苗立数 134～ 178本前後と考えられた (図 3)。

“

)直播栽培と移植栽培の生育・収量の比較

直播栽培では当地域の平年晩霜を,移植栽培では活着温

度を考慮して早期限界日に播種及び移植を行い両栽培法を

比較した。

直播栽培は移植栽培に比較して,出穂で 4日前後遅れる

が,メI鳳時には逆に成熟粒歩合わ潟 く,登熟が非常に早かっ

4 ま

徳田在来並の熟期の品種を当地域で直播栽培する場合 ,

平年晩霜を考慮にいれた中で,できるだけ早播きすること

が大切である。窒素基肥量はα当たり0.5″ 前後,栽植密

度はイ当たり67～ 89株 (苗立数134～ 178本 ),7月上

旬の中耕培土時に窒素をα当たり05″追肥することで ,

収量600″以上の多収が得られた。また,こ の栽培法は移

植栽培と比較して育苗,移植,水管理作業を省力できるな

図 3 栽植密度と収量

た。また,多収で,殻実百粒重や殻実祀重も重く,品質的

にもすぐれるものと判断された (表 3)。

どの効果も期待でき,収量,品質的にもすぐれる傾向にあっ

た。

しかし,ハ トムギは過湿条件下では発芽しにくい特性が

あることから,こ の栽培法は,圃場排水条件が良好な乾田

等に限定され,湿田では移植戴培力採用されることになる。

また,移植栽培と直播栽培では,初期の作業に質的な差が

あり,どちらの栽培法を採用するかは農家のおかれている

条件によっても左右される。

め

図 2 施肥量と収量

,5X 5
″ × 10

80× 10

,5X15

80× 15

75 × 20

″ X,5

表 3 直播栽培と移植栽培の生育・収量比較
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